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１. 保護林モニタリング調査について
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※「1.4 保護林モニタリング調査方法」を除き、平成30年度第2回保護林管
理委員会資料のとおり



１.１ 保護林について

• 「保護林」は、原生的な天然林などを保護・管理することにより、森林生態系からな
る自然環境の維持、野生生物の保護、遺伝資源の保護、森林施業・管理技術の発
展、学術の研究等に資することを目的としている国有林野である。

• 平成29年度の「北海道森林管理局保護林管理委員会」において、３区分192箇所
の保護林に再編された。

保護林の種類 目的 箇所数 面積（ha）

森林生態系保護地域

我が国の気候帯又は森林帯を代表する原生的な天然林
を保護・管理することにより、森林生態系からなる自然環
境の維持、野生生物の保護、遺伝資源の保護、森林施
業・管理技術の発展、学術の研究等に資する。

5 316,153

生物群集保護林

地域固有の生物群集を有する森林を保護・管理すること
により、森林生態系からなる自然環境の維持、野生生物
の保護、遺伝資源の保護、森林施業・管理技術の発展、
学術の研究等に資する。

19 31,930

希少個体群保護林

希少な野生生物の生育・生息に必要な森林を保護・管理
することにより、当該野生生物個体群の持続性を向上さ
せ、野生生物の保護、遺伝資源の保護、学術の研究等に
資する。

168 13,739

合計 192 361,822

1.面積は平成30年4月1日有効の森林調査簿より。
2.合計は端数処理の関係から必ずしも一致しない。

北海道森林管理局の保護林の設定状況
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１.２ 保護林モニタリング調査について

• 保護林モニタリング調査とは、保護林設定後の状況を的確に把握し、保護
林の設定目的に照らして保護林を評価するため、「保護林モニタリング調
査マニュアル」に基づき実施する継続的な調査。

• モニタリングの設計に当たっては、「保護林モニタリング調査マニュアル」
に提示されている調査項目等を基本として、保護林の状況や調査の実施
体制等に応じて、適宜、必要な調査項目等を検討。

林野庁で作成された、保護林モニタリ
ング調査マニュアル（平成30年10月
版）基づき、保護林（緑の回廊）のモニ
タリングを実施する。

林野庁ホームページ：保護林モニタリング調査マ
ニュアル（平成30年10月版）
http://www.rinya.maff.go.jp/j/kokuyu_rinya/sizen_
kankyo/hogorin.html
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１.３ 保護林モニタリング調査周期

実施間隔 対象

５年未満ごと 絶滅の危険性が極めて高い個体群を保護している保護林

５年ごと ア 遷移の途中段階にある保護林

イ 復元を行っている保護林

ウ 保護対象の個体群の持続性に問題がある保護林

エ 保護林外部からの影響を受けている保護林

オ 鳥獣・病害虫被害及び移入種による影響が顕著にある保護林

カ 温暖化による影響が顕著にある保護林

キ その他、短期間で大きな変化が想定される保護林

10年ごと 上記に該当しない保護林

（モニタリングが行われない実施計画策定の周期においては、実施計画策定作業の前
年度までに森林官等による巡視、定点撮影、遠隔地については空中写真の確認等の簡
素な現況調査を行う）

保護林設定管理要領（第５の２）に基づき、保護林再編の際に
各保護林の調査周期及び調査方法が決定された。
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モニタリング実施間隔と対象となる保護林 （保護林モニタリングマニュアルP10より）



１.４ 保護林モニタリング調査方法

① 森林詳細調査
• 保護林調査プロットで立木調査、下層植生調査、

写真撮影等を実施する。�

調査項目 調査内容

立木調査※1 樹種、胸高直径、樹高※2、枯損、剥皮、空
洞等

見取り図 立木位置図

下層植生調
査

N・S区内（保護対象が木本類の場合）また
は小円内（保護対象が草本類の場合）、植
被率※3、優占種、植物種名・階層・被度※4

（4ｍ×5.64ｍ×2箇所＝45㎡）

定点写真撮
影

東・西・南・北・天頂もしくは全天球写真

大円部

中円部

小円部

下層植生調査
区（S区）（保護
対象が木本類
の場合）

下層植生調査
区（N区）（保護
対象が木本類
の場合）

N

S

EW

小円部 5.64ｍ (0.01ha)
中円部 11.28ｍ （0.03ha)
大円部 17.84ｍ （0.06ha)
合 計 0.10ha

現地調査プロット見取り図

※１ 調査プロットの区分ごとにより、調査対象立木の胸高直径が異なる。
小円部：胸高直径１cm以上の立木
中円部：胸高直径５cm以上の立木
大円部：胸高直径１８cm以上の立木

※２ 様々な直径階から最低20本を選ぶ。
※３ 植被率の確認は全体のもの（個々の植物種ごとの被植率ではない）
※４ 平成30年度保護林管理委員会提案事項による（多様性基礎調査の植生調査に準ずる）。
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半径(面積）

下層植生調査
（保護対象が草
本類の場合）



② 森林概況調査
• 概ね５年ごとに実施する簡素な現況調査（将来的に職員実行を検討）。

• 保護林調査プロットで、森林概況調査と定点写真撮影を行う。

• 過年度調査結果と比較し、林況に変化が認められた場合に対策を検討する。

• 各保護林で確認された影響を、ア.野生鳥獣 イ．病害虫 ウ．外来種 エ．
温暖化 オ．自然攪乱 カ．その他 より選択。

森林概況調査票の改良について

• 平成30年度の森林概況調査票を一部改良して使用した。

①現地調査の位置・地形等の局所地形に平坦地を追加。

②森林概況の攪乱状況に、攪乱の程度を記載する欄を追加。

③シカの痕跡に、剥皮とブラウジングライン※を追加。
（エゾシカ調査票のシカの痕跡にはない項目）

④コメント欄を大きくし、レイアウトを変更した（A４用紙２枚）。

１.４ 保護林モニタリング調査方法
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※ブラウジングライン（ディアライン）とは、シカ類などの草食獣による採食により、
シカ類が届く範囲の高さ以下の植生が消失したラインのこと。



概況調査票の改良点

平坦地を追加

攪乱状況程度の記載欄を追加

エゾシカの痕跡に、剥皮とブラウジ
ングラインを追加

9

コメント欄を大きくした

コメント欄を大きくした

現地での記載を考慮し、レイアウトをA４
用紙2枚とした（実際はA3用紙に印刷）



１.５ 調査結果の評価

• モニタリングを行った各保護林において、確認された影響を以
下の項目より選択した。

【保護林モニタリング調査マニュアルP.23、同概要版P.10】

• 保護林管理委員会において、モニタリング結果を元に、保護
林の現状を評価し、過去のモニタリング結果との時系列的変
化も考慮しつつ、今後の状況変化を想定した上で、今後の保
護管理やモニタリングのあり方を検討する。

• 評価結果によっては、保護林の変更（区域、地帯区分等）又
は廃止等の必要性についても検討する。

ア．野生鳥獣 イ．病害虫 ウ．外来種 エ．温暖化
オ．自然攪乱 カ．その他
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２. 調査位置図等
（令和元年度モニタリング調査対象保護林）
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調査箇所一覧

・（遺希少）は遺伝資源希少個体群保護林、（希少）は希少個体群保護林を示す。 ・表の中の数字は調査プロット数を示す。 ・（植）は保護対象に下層植生（草本類）を含む保護林。
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№ ID 保護林名称 管轄署
面積
(ha)

所在市町村
資料
調査

森林詳
細調査

方形区調査
プロット数

森林概況
調査

備考

1 10005 漁岳周辺森林生態系保護地域 石狩 3,266.60 札幌市、恵庭市、千歳市 ○ 2
2 20002 夕張岳生物群集保護林 空知、上川南部 1,448.87 夕張市、南富良野町 2（植） 7 地帯区分検討

3 20003 知駒生物群集保護林 宗谷 1,233.43 中頓別町 ○ 3 地帯区分検討

4 20004 稚咲内生物群集保護林 宗谷 2,017.52 豊富町、幌延町 ○ 4 地帯区分検討

5 20005 クッチャロ湖生物群集保護林 宗谷 383.84 浜頓別町 ○ 2(植） 地帯区分検討

6 20007 礼文島生物群集保護林 宗谷 2,391.30 礼文町 4 地帯区分検討

7 30112 漁入ハイデ風穴植生（希少） 石狩 13.71 札幌市 2（植）
8 30201 崕山高山植物（希少） 空知 164.93 芦別市 2（植） 別途希少植物調査

9 30202 月形スギ（希少） 空知 2.12 月形町 2
10 30203 三笠チョウセンカラマツ（希少） 空知 0.81 三笠市 2
11 30204 ポンクルキ地区ミズナラ（希少） 空知 1.00 夕張市 2
12 30205 紅葉山ケヤマハンノキ（希少） 空知 14.57 夕張市 2
13 30206 築穂ミズナラ（希少） 空知 1.00 栗山町 2
14 30207 奧主夕張ヤチダモ等（遺希少） 空知 18.75 夕張市 2
15 30208 南部エゾマツ（遺希少） 空知 7.78 夕張市 2
16 30209 紅葉山イチイ等（遺希少） 空知 10.13 夕張市 2
17 30210 紅葉山シロエゾマツ（遺希少） 空知 4.79 夕張市 2
18 30211 落辺アカエゾマツ（遺希少） 空知 17.78 芦別市 2
19 30212 落辺トドマツ（遺希少） 空知 15.11 芦別市 2
20 30213 落辺シラカンバ（遺希少） 空知 4.35 芦別市 2
21 30214 頼城ヤチハンノキ（遺希少） 空知 4.96 芦別市 2
22 30215 咲別オオバボダイジュ（遺希少） 空知 11.79 芦別市 2
23 30216 惣芦別ミズナラ等（遺希少） 空知 11.74 芦別市 2
24 30301 鷹泊ベニイタヤ等（遺希少） 北空知支 13.06 深川市 2
25 30302 鷹泊イタヤカエデ（遺希少） 北空知支 9.86 深川市 2
26 30701 天塩カシワ（遺希少） 留萌北部 12.89 天塩町 2
27 30702 東遠別ハリギリ等（遺希少） 留萌北部 16.97 遠別町 2
28 30703 羽幌キハダ（遺希少） 留萌北部 14.30 羽幌町 2
29 30801 増毛グイマツ（遺希少） 留萌南部 4.28 増毛町 2
30 30802 西幌糠ミズナラ（遺希少） 留萌南部 8.69 留萌市 2
31 30803 達布ヤチダモ（遺希少） 留萌南部 5.00 小平町 2
32 30804 古丹別トドマツ（遺希少） 留萌南部 6.05 苫前町 2
33 31001 曲淵グイマツ（遺希少） 宗谷 25.58 稚内市 2
34 31002 鬼志別エゾマツ（遺希少） 宗谷 9.19 猿払村 2
35 31003 志美宇丹ミズナラ等（遺希少） 宗谷 37.89 枝幸町 2
36 31004 音標モンゴリナラ（遺希少） 宗谷 15.87 枝幸町 2
37 31509 旭エゾマツ（遺希少） 網走中部 6.22 置戸町 2 局実行
38 31611 美咲地区海岸砂丘林（希少） 網走南部 41.09 斜里町 2 委員同行
39 31613 浜小清水ミズナラ（希少） 網走南部 57.28 小清水町 2 委員同行

計 11 7 64



位置図

（遺希少）：遺伝資源希少個体群保護林、（希少）希少個体群保護林 は保護対象に下層植生（草本類）を含む保護林
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№ 整理番号 保護林名称 管轄署

1 10005 漁岳周辺森林生態系保護地域 石狩

2 20002 夕張岳生物群集保護林 空知、上川南部

3 20003 知駒生物群集保護林 宗谷

4 20004 稚咲内生物群集保護林 宗谷

5 20005 クッチャロ湖生物群集保護林 宗谷

6 20007 礼文島生物群集保護林 宗谷

7 30112 漁入ハイデ風穴植生（希少） 石狩

8 30201 崕山高山植物（希少） 空知

9 30202 月形スギ（希少） 空知

10 30203 三笠チョウセンカラマツ（希少） 空知

11 30204 ポンクルキ地区ミズナラ（希少） 空知

12 30205 紅葉山ケヤマハンノキ（希少） 空知

13 30206 築穂ミズナラ（希少） 空知

14 30207 奧主夕張ヤチダモ等（遺希少） 空知

15 30208 南部エゾマツ（遺希少） 空知

16 30209 紅葉山イチイ等（遺希少） 空知

17 30210 紅葉山シロエゾマツ（遺希少） 空知

18 30211 落辺アカエゾマツ（遺希少） 空知

19 30212 落辺トドマツ（遺希少） 空知

20 30213 落辺シラカンバ（遺希少） 空知

21 30214 頼城ヤチハンノキ（遺希少） 空知

22 30215 咲別オオバボダイジュ（遺希少） 空知

23 30216 惣芦別ミズナラ等（遺希少） 空知

24 30301 鷹泊ベニイタヤ等（遺希少） 北空知支

25 30302 鷹泊イタヤカエデ（遺希少） 北空知支

26 30701 天塩カシワ（遺希少） 留萌北部

27 30702 東遠別ハリギリ等（遺希少） 留萌北部

28 30703 羽幌キハダ（遺希少） 留萌北部

29 30801 増毛グイマツ（遺希少） 留萌南部

30 30802 西幌糠ミズナラ（遺希少） 留萌南部

31 30803 達布ヤチダモ（遺希少） 留萌南部

32 30804 古丹別トドマツ（遺希少） 留萌南部

33 31001 曲淵グイマツ（遺希少） 宗谷

34 31002 鬼志別エゾマツ（遺希少） 宗谷

35 31003 志美宇丹ミズナラ等（遺希少） 宗谷

36 31004 音標モンゴリナラ（遺希少） 宗谷

37 31509 旭エゾマツ（遺希少） 網走中部

38 31611 美咲地区海岸砂丘林（希少） 網走南部

39 31613 浜小清水ミズナラ（希少） 網走南部



３. 保護林現地調査結果報告
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３.１ 森林生態系保護地域

• 漁岳周辺森林生態系保護地域

保護林
ID

保護林名
(面積）

保護対象
前回
調査

調査
方法

調査林分の
状況

保護林利用等
の現況

調査
周期

評価・課題・対応（案）

10005
漁岳森林生態
系保護地域

（3,266.60ha）

北方常緑針葉
樹と北方性落
葉広葉樹から
なる多様な森
林群落

H28
概況
調査

・軽微な風
倒木あり

・林分構造・
植生等に
変化なし

レク利用あり
（道道※沿いの
オコタンペ湖
展望台）

10年
ごと

確認された影響 [特になし] 
・他の調査による情報取集を行
うとともに、引き続きモニタリン
グを継続する。
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漁岳

オコタンペ湖

※道道78号支笏湖線
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10005-1（5-2）

10005-2（6-2）

漁岳

小漁岳

フレ岳

9011802
(新規/2019年

/未到達)

9011801
（新規/2019年

/未到達）

10807
(継続/2020年)

保護林調査プロット
多様性基礎調査プロット（既存）
多様性基礎調査プロット（新規追加）

10005 漁岳周辺森林生態系保護地域

３.１ 森林生態系保護地域

オコタンペ湖畔の林況
（保存地区（6-2））

風倒木の状況
（保全利用地区（5-2））

千歳市

恵庭市

札幌市・既存の保護林モニタリングプロットは、漁岳の東側
に設定されており、今年度は２点（保存地区、保全
利用地区各１点）の森林概況調査を実施。

・漁岳の西側に保護林モニタリングプロットが設定さ
れていなかったことから、多様性基礎調査の新規
追加点が２点（保存地区、保全利用地区各１点）設
定され、今年度調査を実施する予定であった。

しかしながら、この多様性基礎調査の２点は林道
が利用できず、調査点に到達不能であったところ。

・なお、多様性基礎調査の既存点が１点あり、調査
実施は2020年度の予定。



３.２ 生物群集保護林
保護林

ID
保護林名
(面積）

保護対象
前回
調査

調査
方法

調査林分の状況
保護林利
用等の現

況
調査周期 評価・課題・対応（案）

20002
夕張岳生物
群集保護林
(1,448.87)

夕張岳周辺の超
塩基性岩帯に生
育する高山植生
等

H24・
H28

詳細
調査

【森林調査】
・林分構造・植生
等に変化なし。

【方形区調査】
・標高1500ｍ付近
の高山植生調査
区でエゾシカ摂食
による植生の変
化が見られた。

・レク利用
あり（登
山道利
用）

10年ごと

確認された影響 [ア 野生動物]
・森林調査では他の調査による情報取集
を行うとともに、引き続きモニタリングに
よる経過観察を行う。

・高山植生ではエゾシカの影響による植
生の変化が認められたことから、方形区
の調査周期を10年ごとから5年ごとに変
更し、またGSS等による巡視によりエゾ
シカの影響による変化に注視する。

20003
知駒生物群
集保護林
(1,233.43)

知駒地域の蛇紋
岩地帯に生育す
るアカエゾマツ
林等

H26
詳細
調査

【森林調査】
・林分構造・植生
等に変化なし。

・なし 10年ごと

確認された影響 [特になし]
・他の調査による情報取集を行うとともに、
引き続きモニタリングによる経過観察を
行う。

20004
稚咲内生物
群集保護林
(2,017.52)

サロベツ地域の
海岸砂丘林に見
られる植生

H26
詳細
調査

【森林調査】
・林分構造・植生
等に変化なし。

・なし 10年ごと

確認された影響 [特になし]
・他の調査による情報取集を行うとともに、
引き続きモニタリングによる経過観察を
行う。

20005

クッチャロ湖
生物群集保

護林
(383.84)

クッチャロ湖に
隣接する湿性植
生等

H26
概況
調査

【森林調査】
・林分構造・植生
等に変化なし。

・なし(過
去に歩道
整備)

10年ごと

確認された影響 [特になし]
・他の調査による情報取集を行うとともに、
引き続きモニタリングによる経過観察を
行う。

20007
礼文島生物
群集保護林

(2,391.3)

礼文島に生育す
る地域固有の高
山植生等

H26
詳細
調査

【森林調査】
・林分構造・植生
等に変化なし。

・レク利用
あり（歩
道）

・レブンアツ
モリソウ
1年ごと

・森林調査
5年ごと

確認された影響 [特になし]
・他の調査による情報取集を行うとともに、
引き続きモニタリングによる経過観察を
行う。

・GSS等による巡視によりレク利用や植生
状況の変化などについて注視する。

17



20002 夕張岳生物群集保護林

18

20002-2（22-2）

20002-1（22-1)

20002-S6（153-6)

20002-S5（153-5)

20002-S1（153-1)

20002-S2（153-2)

20002-S3（153-3)

20002-S4（153-4)

20002-S7（153-7)

9011814
（新規/2022年）

9011825
（新規/2022年）

保護林調査プロット（円形プロット）
保護林調査プロット（方形プロット）

多様性基礎調査プロット（新規追加）

夕張岳方形区の状況（20002-S7：プロット内に糞あり）

夕張市

南富良野町

・既存の保護林モニタリングプロット（円形区）
は、夕張岳の西側に２点設定されており、今
年度は２点の森林詳細調査を実施。

・高山植生を調査対象とした既存の方形区調
査プロットが７点設定されており、今年度は７
点の植生調査を実施。

・なお、多様性基礎調査の既存点が１点、新規
追加点が２点設定されており、調査実施は既
存点が2020年度、新規追加点が2022年度の
予定。

夕張岳全景

11975
（継続/2020年）



20003 知駒生物群集保護林

知駒峠の状況（奥が知駒峠山頂）

19

20003-3（71-2）

9011818（71-3）
(振替/2019年)

9011817（71-1）
(振替/2019年)

20003-2（76-2）

20003-1（76-1）

【統合】旧知駒アカエゾ
マツ林保護林

【統合】旧旭川アカエ
ゾマツ・ダケカンバ3
林木遺伝資源保存林

保護林調査プロット（円形プロット）
多様性調基礎査プロット（振替点）

中頓別町

幌延町

・既存の保護林モニタリングプロットが５点設定され
ているが、このうち２点は多様性基礎調査の振替
点となった。

・今年度は保護林モニタリング３点、多様性基礎調
査２点の森林詳細調査を実施。

・なお、既存の保護林モニタリングプロットの一部を
多様性基礎調査に振り替えることとしていたが、
多様性基礎調査の実施において異なる場所が調
査されたため、既存調査データと継続性がないこ
とから、今回の保護林モニタリング評価の対象か
ら除外した。



20004 稚咲内生物群集保護林

保護林内の林況 （20004-1（72-1）トドマツ等天然林） 20

20004-4（54-2）

20004-1（72-1）

20004-2（72-3）

【統合】旧旭川モンゴリナラトドマツ
6林木遺伝資源保存林

20004-3（54-1）

9011819（80-1）
（振替/2019年）

保護林調査プロット
多様性調基礎査プロット（振替点）

9011820(80-2)
(振替/2019年)

【統合】旧稚咲内海岸砂丘林保護林
天塩町

豊富町

稚内市

・既存の保護林モニタリングプロットが８点設定され
ていたが、このうち２点は多様性基礎調査の振替
点となった。また、過年度の調査結果を精査し、
保護林モニタリングプロット６点のうち、人工林１
点と、林相が同様のプロット２点のうち１点の計２
点を調査対象外とした。

・今年度は保護林モニタリング４点、多様性基礎調
査２点の森林詳細調査を実施。

・なお、既存の保護林モニタリングプロットの一部を
多様性基礎調査に振り替えることとしていたが、
多様性基礎調査の実施において異なる場所が調
査されたため、既存調査データと継続性がないこ
とから、今回の保護林モニタリング評価の対象か
ら除外した。

保護林の状況（UAV撮影）



20005 クッチャロ湖生物群集保護林

保護林の状況

ポン沼湖畔の林況（75-2）

21

9011821（75-1）
(振替/2019年)

20005-1（75-2）

9011822
(新規：2019年)

20005-1（75-3）

保護林調査プロット
多様性調基礎査プロット（振替点）
多様性基礎調査プロット（新規追加）

ポン沼

・既存の保護林モニタリングプロットが３点設定
されているが、このうち１点は多様性基礎調査
の振替点となった。また多様性基礎調査で新
規追加１点が追加となった。

・今年度は保護林モニタリング２点の森林概況
調査、多様性基礎調査２点（保護林モニタリン
グプロットの継続調査、新規追加 各１点）の森
林詳細調査を実施。

・なお、既存の保護林モニタリングプロットの一
部を多様性基礎調査に振り替えることとしてい
たが、多様性基礎調査の実施において異なる
場所が調査されたため、既存調査データと継
続性がないことから、今回の保護林モニタリン
グ評価の対象から除外した。



20007 礼文島生物群集保護林

保護林の林況（礼文岳） 9011831付近の林況
（ダケカンバ林）

22

9011831
（新規/2023年）

20007-2（73-1）

20007-4（73-3）

10756
(継続/2023年)

保護林調査プロット
多様性基礎調査プロット（既存）
多様性基礎調査プロット（新規追加）

10757
(継続/2023年)

20007-1（74-1）

9011832
(新規/2023年)20007-3（73-2）

桃岩付近の草本群落と遊歩道

・既存の保護林モニタリングプロットが４点設定されて
おり、今年度は保護林モニタリング４点の森林詳細調
査を実施。

・なお、多様性基礎調査の新規追加点が２点設定され
ており、調査実施は2023年度の予定。

・島北部の旧レブンアツモリソウ群生地保護林は、国有
林職員により、毎年モニタリングを実施。



３.３ 希少個体群保護林のうち課題等を有する保護林

①下層植生（草本類）を保護対象とする希少個体群保護林

保護
林ID

保護林名
(面積）

保護対
象

前回
調査

調査
方法

調査林分、保護対象種の
状況

調査
周期

評価・課題・対応（案）

30112

漁入ハイデ
風穴植生希
少個体群保
護林
（13.71ha）

ハイマツ
やイソツ
ツジなど
の風穴
植生

H28
詳細
調査

・林分構造・植生状況に
変化なし。

・窪状の岩塊堆積地にカ
ラフトイソツツジ等のツツ
ジ類がマット状に生育す
る。

10年
ごと

確認された影響 [特になし] 
・巡視等によりエゾシカの影
響を注視しつつ、引き続き
モニタリングを継続する。

30201

崕山高山植
物希少個体
群保護林
（164.93ha）

石灰岩
礫地に
自生する
高山植
物

H28
詳細
調査

・林分構造・植生状況に
変化なし。

・崕山の希少植物につい
ては芦別市教育委員会
で調査を実施（オオヒラ
ウスユキソウ、キリギシ
ソウは例年並み、ホテイ
アツモリソウ、キバナノア
ツモリソウは少い）。

・エゾシカの侵入が認めら
れ、ホテイアツモリソウ
等の花が食べられてい
た（軽微）。

5年
ごと

確認された影響 [特になし] 
・森林調査の結果、森林に大
きな変化はなく、安定してい
ることから森林調査の調査
周期を5年ごとから10年ごと
に変更し、引き続きモニタリ
ング調査を継続する。

・希少植物（草本類）について
は、芦別市教育委員会で調
査を毎年実施していること
から（国有林も参加）、その
調査結果等によりエゾシカ
の影響を注視しつつ、引き
続きモニタリング調査を継
続する。

23



30112 漁入ハイデ風穴植生希少個体群保護林

保護林の状況

林床植生状況（カラフトツツジ等がマット状に生育）
24

30112-1（2-1）

30112-2（2-2）



エゾシカによる食痕(左）（ホテイアツモリソウ）
25

30201-1（23-1）

30201-2（23-2）

30201 崕山高山植物希少個体群保護林

保護林の林況（崕山の露岩地および周辺）



②自然攪乱による影響が見られた希少個体群保護林

保護
林ID

保護林名
（面積）

保護
対象

前回
調査

調査
方法

調査林分、保護対象
種の状況

調査
周期

評価・課題・対応（案）

30204

ポンクルキ地区ミ
ズナラ希少個体
群保護林
（1.00ha）

ミズナ
ラ

H28
概況
調査

・保護林の一部（18-
2）および周辺の大
径木が風倒し林分
構造が変化した（保
護林の面積が小さ
いので影響大きい）

10年
ごと

確認された影響 [オ 自然攪乱] 
・引き続きモニタリングにより経
過観察を行う。

30206
築穂ミズナラ希
少個体群保護林
（1.00ha)

ミズナ
ラ

H28
概況
調査

・保護林の一部（20-
2）および周辺の大
径木が風倒し林分
構造が変化した。

10年
ごと

確認された影響 [オ 自然攪乱] 
・引き続きモニタリングにより経
過観察を行う。

30208

南部エゾマツ遺
伝資源希少個体
群保護林
（7.78ha）

エゾ
マツ

H28
概況
調査

・保護林の一部（26-
2）および周辺の大
径木が風倒し林分
構造が変化した。

10年
ごと

確認された影響 [オ 自然攪
乱] 
・引き続きモニタリングにより
経過観察を行う。

30209

紅葉山イチイ等
遺伝資源希少個
体群保護林
（10.13ha）

イチイ、
ホオノ
キ

H28
概況
調査

保護林の一部（25-2、
ほか）および周辺の
大径木が風倒し林
分構造が変化した。

10年
ごと

確認された影響 [オ 自然攪
乱] 
・引き続きモニタリングにより
経過観察を行う。

26



30204 ポンクルキ地区ミズナラ

希少個体群保護林

27

30204-1（18-1）

30204-2（18-2）

30206 築穂ミズナラ

希少個体群保護林

30206-1（20-1）

30206-2（20-2）

30206-2の風倒木
30204-2の風倒木



30208 南部エゾマツ

遺伝資源希少個体群保護林

28

30209 紅葉山イチイ等

遺伝資源希少個体群保護林

30208-2（26-1）

30208-1（26-1）

30209-1（25-1）

30209-2（25-2）

30208-2の風倒木
30209-2の風倒木 30209保護林内の風倒木30208-2の風倒状況

風倒木範囲



③保護対象の他に希少種が確認された保護林

29

保護
林ID

保護林名
（面積）

保護
対象

前回
調査

調査
方法

調査林分、保護対象
種の状況

評価・課題・対応（案）

30209

紅葉山イチイ等
遺伝資源希少個
体群保護林
（10.13ha）

イチイ、
ホオノ
キ

H28
概況
調査

・保護林内でクロビイ
タヤの実生を、国有
林内や近傍民地で
中径木（DBH25cm）
を確認した。

・管理方針書の中に、重要種として記
載する。

・現在の保護対象であるイチイ等と共
に生育の経過観察を行う。

・周辺森林における分布の確認を行う。

クロビイタヤ（環境省RL2019：絶滅危惧Ⅱ類（VU)）

民地に生育するクロビイタヤ 保護林内のクロビイタヤ実生・萌芽枝



30209 紅葉山イチイ等遺伝資源希少個体群保護林

30

紅葉山イチイ等遺伝資源
希少個体群保護林

30204-2の風倒木

夕張川

クロビイタヤ生育
確認地点

クロビイタヤ生育確認地点
（保護林内）

クロビイタヤ中径木
確認位置（民地）

クロビイタヤ生育確認場所

クロビイタヤ生育確認状況（国有林内）

クロビイタヤ中径木確
認位置（国有林内）



３.５ 特定動物生息地保護林由来の希少個体群保護林

（２） 保護林名称と占有種が異なる保護林について、委員同行により現地確認

保護林ID
保護林名
(面積）

保護対象
前回
調査

視察日
調査周

期
評価・課題・対応（案）

31611

美咲地区海岸砂丘
林希少個体群保護
林
（41.09 ha）

海岸砂丘林
に自生するミ
ズナラ

H30
令和元年
7月23日

10年ご
と

・美咲地区の森林はミズナラを主体とする典型的な海岸砂丘林で
ある。

・砂丘後背にある湿性地にはヤチダモなどが生育する。
・森林の性質上、浜小清水と一緒にしないほうが良い。
・保護林の名称については、海岸砂丘林で問題ない。

31

保護林ID
保護林名
(面積）

保護対象
前回
調査

視察日
調査周

期
評価・課題・対応（案）

31613
浜小清水ミズナラ
希少個体群保護林
（57.28ha）

海岸林を代
表するミズナ
ラを主体とす
る広葉樹

H30
令和元年
7月22日

10年ご
と

・地形的には、保護林の西端（357林班ろ小班）に海岸砂丘が見ら
れ、それ以外は砂丘後背地である。

・地下水位の差により、海岸砂砂丘林上には一部ミズナラが見ら
れるが、砂丘後背地ではヤチダモを主体とした広葉樹林が成立
する。

特定動物生息地保護林から移行した希少個体群について、来年度以降、現況調査等を実施し、
保護林名称等を再検討する。

（３） 上記（２）と類似の立地環境にある保護林の確認（海岸砂丘林）

管轄署
旧名称（特定動物生息地

保護林）
特定動物生息地
保護林設定日

現名称
（希少個体群保護林）

保護対象 面積(ha)

石狩
野幌森林公園
（旧アオサギ生息地）

昭和43（1968）年
4月1日

野幌カツラ等 道央唯一のアオサギ集団生息地（当時） 25.65

胆振東部
植苗オオワシ・オジロワシ
生息地

平成9（1997）年
3月25日

植苗ミズナラ
越冬のため渡来するオオワシ、オジロワシのねぐ
ら、休息地

34.18

網走南部 浜小清水
平成5（1993）年
4月1日

浜小清水ミズナラ 渡り鳥、留鳥、キタキツネ等の繁殖地及び生息地 57.28

網走南部 美咲地区
平成5（1993）年
4月1日

美咲地区海岸砂丘林 エゾシマリスの生息、繁殖地 41.09

（１） 旧特定動物生息地保護林一覧 （旧シマフクロウ生息地保護林を除く）
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31611 美咲地区海岸砂丘林
希少個体群保護林

保護林の景観（H30年8月撮影）

保護林内の林況耕作地との堺

31613 浜小清水ミズナラ
希少個体群保護林

31611 美咲地区海岸砂丘林
希少個体群保護林
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31613 浜小清水ミズナラ

希少個体群保護林

海岸砂丘上のミズナラ

海岸砂丘林

保護林の景観（H30年8月撮影）

31613 浜小清水ミズナラ
希少個体群保護林

31611 美咲地区海岸砂丘林
希少個体群保護林

砂丘後背地のヤチダモ



４. 調査方法についての提案
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無人航空機（UAV）による森林調査プロットの垂直写真撮影

これまでUAVによる保護林の写真撮影を行い森林状況を把握する資料としてきた。
今年度はUAVを用いて調査プロット直上での垂直写真撮影を試験的に実施した。

【利点】
・森林内からの写真以外で、外観的な経年変化を把握しやすくなる。
・撮影時の映像を確認することで、到達経路上等の森林の状況も把握できる。
・オートパイロット機能により、離陸→調査点に移動→写真撮影→着陸の自動航行による撮影が可能。

→途中で手動に切り替えて撮影も可能（斜め写真、倒木状況の写真など）。
・モニタリング調査のタイミング以外でも撮影が可能。

【課題等】
・目視外飛行になる可能性が高い（操縦経験や航空局への申請が必要）。
・気象状況により森林調査時に撮影できない場合がある（再撮影のコスト増）。
・広域な保護林の場合、上記の課題点（UAVの離着陸点、航続距離、気象条件、目視外飛行）の要件が満た
せないことが多く、撮影自体が困難な場合もある。

・地形条件より正確なプロット範囲を図示することが難しい(微地形の表現、非オルソ化）
・オートパイロット機能では標高差（斜面傾斜）を考慮できないため、高低差の大きな森林での撮影には注意
が必要（樹木や斜面への衝突によるUAV墜落の可能性）。

・離着陸地点（ホームポイント）の確保が重要（離着陸点＋150ｍの高度が限界）。

・現状の保護林（保護対象種）の生育状況等の把握に有効。
・次回以降の森林状況の変化について評価するときの有効な判断材料になり得る。
・可能な限り保護林調査プロットの垂直写真の撮影 （現況資料の収集）を進める。
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30112 漁入ハイデ風穴植生希少個体群保護林（UAVを用いた現況森林の把握）

保護林の現況撮影（保護対象樹種の生育状況等）
（奥は漁岳周辺森林生態系保護林の尾根）

窪地周辺の植生状況

近傍保護林の撮影
（30103定山渓ダケカンバ遺伝資源希少個体群保護林）
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30112 漁入ハイデ風穴植生希少個体群保護林

30112-1
【座標値】
ハンディGPS N42°50′22.83″ E141°11′13.43″
UAVのGPS   N42°50′22.62″ E141°11′13.63″
【標高値】
ハンディGPS標高 721.6ｍ
10ｍDEM標高 719.6ｍ（地理院地図）
UAV撮影高度 909.0ｍ
※DEMとの高低差 198.4ｍ

30112-2
【座標値】
ハンディGPS N42°50′20.55″E141°11′11.87″
UAVのGPS N42°50′26.44″E141°11′12.03″
【標高値】
ハンディGPS標高 743.6ｍ
10ｍDEM標高 738.1ｍ（地理院地図）
UAV撮影高度 908.0ｍ
※DEMとの高低差 169.9ｍ

※外周の点線はプロット想定範囲

※外周の点線はプロット想定範囲



UAVを用いた定量的な森林現況把握（案）

• 保護林の森林の現況を把握する資料として、空中定点からの
写真の撮影を行う。

• 保護林全体を見渡せる撮影定点を設定する。具体的には、撮
影画像に記録される位置情報（緯度・経度・高度など）を、撮
影方向と併せて次回撮影の空中定点として整理する。（高度
は衛星位置等に依存するため参考程度）。

• 調査プロット上空での垂直写真撮影も行う。事前に調査プロッ
トの緯度・経度とDEM標高値を取得し、そこから70～100ｍ程
度の高度から撮影する。（UAV機種と高度から地表面の撮影
範囲を図示可能）。
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【参考】 画像のプロパティ

画像に含まれる位
置情報と画像情報




